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熊
本
県
立
大
学
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）
に
開
校
し
た
熊
本
女
子
専
門
学
校
か
ら
六
十
年
を
数
え
る
今
日
、
三
学
部
三
研
究
科

を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
、
地
域
実
学
主
義
を
掲
げ
、
有
為
な
人
材
の
養
成
を
目
指
し
、
日
々
教
育
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
六
十
一
年

目
を
迎
え
た
本
年
度
、
大
学
院
文
学
研
究
科
は
、
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
に
博
士
後
期
課
程
を
開
設
、
同
修
士
課
程
は
博
士
前
期
課
程
と
な
り
、

こ
こ
に
五
ヵ
年
の
博
士
課
程
が
整
備
さ
れ
た
。
本
年
度
は
、
文
学
研
究
科
発
足
か
ら
は
十
五
年
目
の
年
に
当
た
る
。

大
学
院
は
、
高
度
な
専
門
的
研
究
活
動
を
推
進
す
る
機
関
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
高
い
識
見
を
備
え
た
専
門
的
職
業
人
養
成
の
場
で
も

あ
る
。
研
究
者
は
、
教
育
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
崇
高
な
任
務
に
励
み
、
被
教
育
者
た
る
大
学
院
生
は
、
自
己
の
叡
智
を
磨
き
、
真
贋

を
見
極
め
る
た
め
の
洞
察
力
を
獲
得
し
て
、
自
立
へ
の
道
を
歩
む
。
溢
れ
ん
ば
か
り
の
活
力
が
大
学
院
に
は
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
熊
本

県
立
大
学
大
学
院
を
活
か
す
も
の
は
、
い
ず
れ
「
人
々
」
で
し
か
な
い
。
智
の
拠
点
は
、
人
間
た
ち
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
こ
そ
生
ま
れ
る
。

今
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三
学
部
の
中
、
最
長
の
歴
史
を
誇
る
文
学
部
は
、
現
在
、
日
本
語
日
本
文
学
科
と
英
語
英
米
文
学
科
と
か
ら
成
る
。
両
学
科
の
教
育
研
究
は

多
岐
に
わ
た
り
、
近
年
は
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
大
学
院
で
も
継
承
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
全
て
が

総
じ
て
本
学
の
知
的
資
源
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
が
、
そ
の
知
的
資
源
を
代
表
す
る
も
の

と
な
り
、
広
範
囲
に
注
目
さ
れ
る
存
在
へ
と
育
つ
こ
と
を
願
う
。

近
い
将
来
、
文
学
研
究
科
英
語
英
米
文
学
専
攻
も
ま
た
、
修
士
課
程
か
ら
博
士
課
程
へ
と
課
程
変
更
を
図
り
た
い
。
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、

こ
の
「
創
刊
の
辞
」
は
、
完
結
す
る
。


